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　平成 22 年告示の高等学校の新学習指導要領解説家庭編では、食生活の社会的な問題に関する学習内容

が新たに加えられた。現代社会の食の問題について理解し、それらの課題解決に向けて主体的に行動でき

る力を育成することが求められている。本研究では、専門教科としての高等学校家庭科において食品廃棄

と食品広告を題材とした授業を実践し、生徒がそれらの課題に気づき、解決に向けて判断し行動を起こそ

うという意欲を引き出すことができるかどうかを検討した。

　東京都立 A 高等学校において選択科目フードデザインを受講する 3 年生 13 名を対象として 2009 年 9
月に、1 回 2 時間の授業を 3 回にわたって実施した（計 6 時間）。1・2 時間目は食品廃棄に関する新聞記

事と食品広告を題材とした。3 ～ 6 時間目では、食品廃棄と食品広告の問題を販売者の立場から捉える学

習方法として、サンドイッチ屋の疑似体験ゲームを行った。

　その結果、①食品廃棄に関する新聞記事を題材とした授業では、記事の内容の賛否を問いその理由を考

えさせたことによって、生徒が課題に気づき、自分の考えを述べることができた。②食品広告を題材とし

た授業では、批判的に情報を読み取ることの重要性に気づき、それを実践していこうという意欲を喚起す

ることができた。③学習後、今後の自分の食生活について改善の意欲を示す記述をした生徒は、9 人中 7
人にみられた。

Ⅰ　研究の背景と目的
　家庭科における食に関する学習では、従来から栄養素とその働き、食品と栄養、基礎的・基本的な調理

技術についての科学的な理解と安全面や環境に関する認識との関連をはかりながら、日常の食生活を創意

工夫し、改善したりよりよくしようとする創造的能力の育成を目指した指導が行われている。また、現在

の家庭生活の大部分は家庭外の環境や状況と密接に関連していることから、社会や地域などを含めた人々

の食生活にまで視野を広げて、よりよい食生活を創造する力を養っていくことも重要である。萱島らは「○

○が△△に効く・効果がある」のような、食品の機能性に関わる情報を題材とし、情報を主体的に判断す

ることを促すために、情報を受け取る側と提供する側から問題を捉えて読み取り方を考えさせている（萱

島他、2009）。また、綿引らは、食生活の背後にある問題を探り、安全な食生活のために何をするべきか

を個人レベルと社会レベルの視点から考える力を養うことを目標に、学校段階ごとに授業案を作成してい
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る（綿引他、2007）。
　平成 22 年告示の高等学校の新学習指導要領解説家庭編では、家庭総合及び生活デザインにおいて、「食

料自給率の低下や加工食品、外食や中食への依存等、社会的な問題ともかかわる現代の食生活の問題点を

理解させる。」「食にかかわる情報を適切に判断し、健康で安全な食生活を営むことができるようにする。」

など、食生活の社会的な問題に関する学習内容が新たに加えられた（文科省、2010）。これからの家庭科

では、現代社会の食の問題について理解し、それらの課題解決に向けて主体的に行動できるようにするこ

とが重要になると考えられる。

　近年では、食べ残しや期限切れなどでまだ食べられるものを大量に廃棄していることや、消費者の誤解

を招くような食品の機能性に関する虚偽や誇張された情報が多く発信されていることなどが問題視されて

いる。しかし、現代の高校生の食生活に関する意識については、自分の健康状態や精神的充足について興

味が強い傾向がある（石山・佐藤、1999）。また、健康や食生活に関する知識は、男女ともテレビやラジ

オから得る者が最も多く、それらの情報をよく得る者のうち、実際に試してみる割合は 7 割を超え、健

康情報に関心のある者は実行率も高いという報告もある（鈴木・粟津、2006）。このように、食生活に対

して個人的な興味関心に限定して捉える傾向が強い高校生にとって、情報を適切に読み取ることの重要性

や、食品廃棄の現状を知り、これらの課題の解決を考えていけるような学習が必要ではないかと考えた。

　そこで本研究では、専門教科としての高等学校家庭科において、食品廃棄と食品広告を題材とした授業

を実践し、授業で用いたワークシートの記述内容から生徒の思考の変化を分析した。生徒がそれらの課題

に気づき、課題に対する自分の意見を持ち、解決に向けて判断し行動を起こそうという意欲を示すことが

できるようになるかどうかを検討した。

　

Ⅱ　方法　

1．対象者

　東京都立 A 高等学校において選択科目フードデザインを受講する 3 年生 13 名を対象として 2009 年 9
月に、1 回 2 時間の授業を 3 回にわたって実施した（計 6 時間）。当該校では 2 年次に家庭基礎を履修し

ており、食生活分野では、食品と栄養の基礎的な知識の学習と、4 回の調理実習を行っている。対象者の

13 名のうち 7 名が食にかかわる進路を希望していた。

2．授業の構成

　本授業の指導内容を表１に示す。1・2 時間目は食品廃棄に関する新聞記事と食品広告を題材とした。

用いた新聞記事は、客の食べ残しを別の客の料理に使い回していたという料亭の事件 1）、食べ残しをドギー

バッグなどに入れて無料で持ち帰ってもらうサービスを行っている飲食店やレストランの記事 2）、賞味期

限が切れた食品を「モッタイナイ商品」として格安で販売しているスーパーの記事 3）である。食品広告は、

特定保健用食品の炭酸飲料のテレビ CM を用いた。

　3・4 時間目では 1 時間目で学習した新聞記事の内容を販売者側の立場になって考えたり、広告を作成

する活動を通して、課題をより身近に感じられるように、生徒たちがサンドイッチ屋を開店すると想定し

て、商品の提案、試作調理、チラシ広告の作成を行った。

　5・6 時間目では経営シミュレーション・ゲームを行った。財団法人日本経済教育センターが発行した「牛

丼屋経営シミュレーション～△△屋、牛丼屋を開店する～」4）を参考にし、今回の授業に即したゲームシー

トを新たに作成した。はじめに 1 食の価格やアルバイトの有無など経営に関する設定から、8 パターンの

異なる売り上げ食数が決定する。開店後は、「ライバル店が出現」「アルバイトが急にやめた」などが書か

れた出来事カードを引くことにより売り上げが増減される。出来事カードの中には、1 時間目で学習した

新聞記事の内容に関連して、食べ残しを捨てるかどうかを選択する場面を設けた。
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表 1　授業の構成と学習内容　「わたしたちの食生活と社会とのかかわり」　（全 6時間） 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	

時 学習のねらい 学習内容 分析した問い

1 食品廃棄の問題を
販売者の行動から
考えてみよう

○「もったいない」に関連する新聞記事の提示
○新聞記事の読み取り
・新聞記事を読み、内容をまとめる
○食品廃棄の現状を理解する
・�食べ残しや期限切れなどで無駄に捨てられている
　食料の実態について知る
○ �3 種の新聞記事に書かれているそれぞれの業者が
とった行動について、賛否を示し、その理由につ
いて考える

①
「業者の行動は許せるか
許せないか。またその
理由は？」

2 広告を批判的に見
ることの重要性を
知る

食品広告の問題
を、消費者側、販
売者側両面から考
えてみよう

・特定保健用食品の提示
○商品CM（特定保健用食品　炭酸飲料）の提示
・�CMを見て、商品に対してどのような印象を持っ
たか
・商品の保健の効果を実証したグラフを読む
・特定保健用食品を利用する際の注意点
○架空食品の宣伝文の提示
・気になった文面を挙げる
○広告とのかかわり方について考察する ②

「広告とどのようにかか
わっていけばいいのだ
ろう？」

3・4 高校生が買いたく
なるようなサンド
イッチを調理し、
魅力的な広告を作
成しよう

○調理
・�後で原価計算をするために 1食分に使用した分量
を計量しながら行う
○試食
・各班に試作品を配る
・広告に使用するための写真を撮る
・自分の班と他の班の試作品を試食する
○広告作成
○投票
・商品や広告がよかったと思う班に投票をする
○後片付け

5・6 サンドイッチ屋経
営シミュレーショ
ン・ゲームをする

自分の食生活を振
り返り、課題を見
つけ、解決のため
の方法を考える

○ゲームの実施
・原価計算をする
・経営方針を決定する
・利益の予想を立てる
・出来事カードを引く
○ゲーム結果の発表
・経営結果の発表
・売り上げを左右する原因を考える
○ゲームの振り返り
・販売者の立場に立ってみた感想
・これからの自分の食生活について

③授業評価（5段階評価）
④
「販売者の疑似体験をし
てみた感想を書こう」
⑤
「今後のあなたの食生活
をどのように営んでい
こうと思いましたか？」
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3．調査方法

　各授業ではワークシートを用いた。そのうち、以下の問いに対して生徒が記述した内容を分析した。1
時間目の授業では、新聞記事に書かれた業者の行動について賛否を問い、なぜそう考えるのか（①）、また、

2 時間目には、広告とこれからどのようにかかわっていけばいいのか（②）について記述してもらった。5・
6 時間目の授業の最後には、授業全体に対する生徒の理解度および参加度について 5 段階で評価をしても

らった（③）。また、食品販売者の疑似体験をしてみた感想（④）および、今後の自分の食生活について

生徒の考え（⑤）を自由に記述してもらった。

Ⅲ　結果および考察
1．授業への参加度および理解度（問③）

　すべての授業に出席した生徒 9 名のうち、授業の理解度については「5：とても理解できた」が 4 人、「4：
だいたい理解できた」が 5 人、積極的に参加したかどうかについては「5：とても積極的に参加した」「4：
積極的に参加した」がともに 4 人ずつ、「3：普通」が 1 人であった。このことから、生徒は授業に積極

的に参加し、学習内容について理解できたことがわかる。

2．ワークシート記述の分析

（1）食品販売者の行動への賛否とその理由（問①「業者の行動は許せるか許せないか。またその理由は？」）

　料亭の記事に対しては、生徒全員が「許せない」を選んでおり、レストランの記事に対しては、全員が「許

せる」を選んでいた。スーパーの記事に関しては、「許せる」7 人、「許せない」3 人、「わからない」が 2
人であった。記述内容を複数に分類したものが表 2 である。料亭の記事に関しては、「自分が客だったら

気分が悪い・嫌だ」という記述が 8 件、「客に内緒で提供しているから」という記述が 5 件あった。レス

トランの記事に関しては「自分が頼んだ料理だからよい」という意見が 6 件、「自分が食べ残したら持ち

帰りたいから」という意見が 4 件あった。スーパーの記事に対しては、「買う本人の判断に委ねられるから」

「期限が切れても食べられるから」などの意見がみられたが、業者の行動を許せるかどうかは異なっていた。

このように①の問いでは、スーパーの記事に対する意見は複数あったが、実際に自分がその状況になった

場合や客の立場を想像して判断した記述が多かった。

表 2　�問①　新聞記事に書かれている食品販売者の
　　 行動に対する考え（自由記述）
料亭 記述数
自分が客だったら気分が悪い・嫌だ 8
客に内緒で提供しているから 5
その他 1

レストラン 記述数
自分が頼んだ料理だからよい 6
自分が食べ残したら持ち帰りたいから 4
捨てるのはもったいないから 2
その他 1

スーパー 記述数
買う本人の判断に委ねられるから 4
期限が切れても食べられるから 3
「期限切れ」と表示しているから 2
その他 3
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（2）広告とのかかわり方について（②「広告とどのようにかかわっていけばいいのだろう？」）

　特定保健用食品のテレビ CM や宣伝文を題材とした 2 時間目の授業後に、②の問いについて記述して

もらった。その内容を複数に分類したものが表 3 である。広告に対する自身の態度としては、「広告の表

面的な印象で買わないように気をつける」のように、広告を批判的に読むことの重要性を認識した記述が

8 件にみられた。また、特定保健用食品を題材に用いたことから、「どんな効果があったのか理由や説明

をよく調べる」といった意見が 3 件あった。販売者の行動について言及した「販売者は正確な情報を伝

えるべきである」という意見は 3 件みられた。

（3）サンドイッチ屋の疑似体験について（④「販売者の疑似体験をしてみた感想を書こう」）

　5・6 時間目の授業終了後に、実際に商品や広告を作成し、経営シミュレーションをしてみた感想につ

いて自由に記述してもらった。その内容を複数に分類したものが表 4 である。原価計算や費用、経営方

針など、考えなければならないことが多くあることに大変さや難しさを感じていたものが 5 件あった。「消

費者に買ってもらうための商品を作ることが難しい」「利益を優先に考えてしまった（考えそうになった）」

という感想はそれぞれ 4 件みられた。これらの記述には、消費者が食べたいと思うような商品や広告を

作ることの難しさや、賞味期限切れの食品を使うかどうかの判断を迷ったなど、販売者の立場としての意

思決定に関する意見が述べられていた。

（4）今後の自分の食生活について（⑤「今後のあなたの食生活をどのように営んでいこうと思いました

か？」）

　5・6 時間目の授業終了後にたずねたの⑤の問いに対する記述内容を複数に分類したところ表 5 のよう

になった。「広告の表現に惑わされないようにしたい」「自分が食べられる量を考えて食べ物を購入したい」

という考えがともに 3 件あった。また、「自分にとって必要なものを買いたい」「作ってくれる人の立場

を考えて食べ物を食べたい」という考えがそれぞれ 2 件みられた。これらの記述に見られるように、今

後の自分の食生活について改善の意欲を示した生徒は、9 人中 7 人にみられた。

表 3　�問②　「広告とこれからどのようにかかわっていくべきか」（自由記述）
記述内容 記述数

広告の表面的な印象で買わないように気をつける 8
どんな効果があったのか理由や説明をよく調べる 3
販売者は正確な情報を伝えるべきである 3
その他 2

表 4　�問④　「サンドイッチ屋の疑似体験の感想」（自由記述）	
記述内容 記述数

価格、広告、人件費などを考えたり決めたりするのが難しい、大変 5
消費者に買ってもらうための商品を作ることが難しい 4
利益を優先に考えてしまった（考えそうになった） 4
その他 1

表 5　�問⑤　「今後の自分の食生活について」（自由記述）
記述内容 記述数

広告の表現に惑わされないようにしたい 3
自分が食べられる量を考えて食べ物を購入したい 3
自分にとって必要なものを買いたい 2
作ってくれる人の立場を考えて食べ物を食べたい 2
その他 3
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（5）食品廃棄や食品広告に関する課題の理解および課題解決への意欲について

　本授業では、新聞記事を用いた 1 時間目、テレビ CM を用いた 2 時間目、販売者の疑似体験を行った

3 時間目から 6 時間目と、大きく 3 つの方法により授業を進めてきた。それぞれの授業方法と生徒の課題

認識との関連を分析するため、問①、問②、問④に対する記述内容をカテゴリーに分類、集計した。授業

で学習した課題への理解と、実際の生活での実践に対する意欲に着目して、「A：食品廃棄に関する課題

がわかる」「B：食品広告に関する課題がわかる」「C：課題に対する自分の意見を述べている」「D：自分

の食生活において食品廃棄や食品広告に関する課題の解決に向けて行動を起こそうとする意欲がある」の

4 つのカテゴリーに分類した。A から D の分類については、その内容に該当する記述が「あり」または「な

し」としてカウントしたため、複数の分類に重複してカウントされるケースもあった。

　問①の記述では、多くの生徒に「A：食品廃棄に関する課題がわかる」「C：課題に対する自分の意見を

述べている」に該当する内容の記述がみられた。新聞記事を読むだけでなく内容について許せるか許せな

いかを問い、そのように考えた理由を尋ねていることから、生徒が課題に気づき、それに対して自分の考

えを述べるように促すことができたと考えられる。

　問②の記述では、多くの生徒に「B：食品広告に関する課題がわかる」「C：課題に対する自分の意見を

述べている」に該当する内容の記述がみられ、また「D：自分の食生活において食品廃棄や食品広告に関

する課題の解決に向けて行動を起こそうとする意欲がある」ことが明らかとなった。「だまされないよう

にする」「効果の理由や説明を見極めて商品を購入したい」といった記述にあるように、表面的な表現だ

けでなく、情報を深読みして判断していこうという意欲を持ったことがわかった。授業では、生徒にとっ

て身近な炭酸飲料のテレビCMを題材としたこと、また、広告のトリックに気づくことができたことによっ

て、自分がこれからどのように気をつけていきたいかという記述が多かったと考えられる。

　問④に対しては、カテゴリー A から D に該当する記述があまりみられなかった。この理由としては、

販売者の疑似体験を通じて、商品を作ることの大変さや難しさを感じた生徒が多く、学習過程の中で食品

廃棄や食品広告の課題が捉えにくかったのではないかと推測する。

表 6　ワークシートに記述された内容の分析結果	 	 	

問① 問② 問④

業
者
の
行
動
は
許
せ
る

か
許
せ
な
い
か
。
ま
た

そ
の
理
由
は
？　

広
告
と
ど
の
よ
う
に
か

か
わ
っ
て
い
け
ば
い
い

の
だ
ろ
う
？

販
売
者
の
疑
似
体
験
を

し
た
感
想

生徒数（人） 12 12 10

A：食品廃棄に関する課題がわかる 記述者数（人）
割合（％）

11
91.7

-
-

3
30.0 

B：食品広告に関する課題がわかる 記述者数（人）
割合（％）

-
-

11
91.7

2
20.0 

C：課題に対する自分の意見を述べている 記述者数（人）
割合（％）

11
91.7

11
91.7

3
30.0 

D：�自分の食生活において食品廃棄や食品広告に関する
課題の解決に向けて行動を起こそうとする意欲がある

記述者数（人）
割合（％）

0
0.0 

10
83.3

1
10.0 
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（6）記述内容の視点の方向性について

　問⑤において、自分の食生活での課題解決に向けて行動を起こそうとする意欲を示した生徒が、問①

から問④でどのように記述していたかを分析する。ここでは生徒 H03 および H07 を取り上げる（表 7）。
表中の下線箇所は、記述内容の視点の方向性や、生徒が感じたことや考えた部分である。

　H03 は問①では、消費者としての自分がどのように感じたかを理由とした記述がされていた。つまり、

各業者がとった行動に対して、自分だったら良い／嫌だという考え方である。問②では「広告にだまされ

てむだなお金は使いたくないと思った。」とあるように、広告の問題に気づくことができた。問④では、

販売者の行動が消費者や社会に影響をもたらし、売り上げに関わってくることを感じていた。問①では食

品偽装をした業者に対して「ないしょで出すのはよくないと思う」と思いを、「やっぱりお客さんをだま

すのはよくないと、シュミレーションしてみてさらにわかった。」と再認識できたようである。

　一方で H07 は、それぞれの問いについて販売者側の意図や消費者側の気持ちをふまえて自分の考えを

書いていた。問②では、「本当に効果を期待しているのなら、詳しく調べた上で買う。表面上で判断して

はいけない。」とあるように、企業は商品を売るためにさまざまな工夫をこらしていることを認識したう

えで、広告とのかかわり方を考察していた。問④では、販売者側と消費者側の食に対する捉え方の違いに

気づき、お互いにとって適切な選択をすることが「難しい」と記述している。今後の自分の食生活につい

ては（問⑤）、販売者側の意図を考えながら、商品のさまざまな情報について知りたいとつづられていた。

このように H03 は自分がどう思ったか、どうしたいかだけではなく、販売者の思いも推測しながら、自

分はどのような選択をしていきたいかを考えることができていた。

　食品廃棄や食品広告など食に関する諸課題は、自分の食生活と社会とのつながりの中で捉えていくこと

表 7　H03 およびH07 の記述内容
記述設問 H03 H07

①「業者の行動は許
せるか許せないか。
またその理由は？」

料亭 そうゆうのいやな人もきっといるから、な
いしょで出すのは良くないと思う。

ゴミの量、しいれ量を考えると、会社側の
負担が減る。無断で他客の食べ残しを出さ
れるのは客にとって良い気分ではない。

飲食店 いいと思う。私も少食であまり食べれない
ので、もちかえりたい。

捨ててしまうのであれば、持ち帰って後で
食べるほうがよい。ゴミが減らせるし、お
金を支払ったものだからお互いに良い。

スーパー
お金に余裕がない人にはとてもたすかると
思う。でも２年もすぎたものは私にはてい
こうがある。

賞味期限だから、期限が切れても大丈夫で
はあるし、それを配慮して安価で売ってい
るため、良いと思うが、ある程度基準が必
要だと思う。ホームレスの人などに利用し
てもらうのが良いと思う。

②「広告とどのようにかかわっ
ていけばいいのだろう？」

私はあまりカロリーや脂肪などを見て商品
を買ってないけど、広告にだまされてむだ
なお金は使いたくないと思った。

企業は良いことをたくさん書いてイメージ
でと買ってもらおうとしている。このこと
を頭に置いて、買うべき。本当に効果を期
待しているのなら、詳しく調べた上で買う。
表面上で判断してはいけない。

④「販売者の疑似体験をしてみ
た感想を書こう」

広告やアルバイトとかの細かいものまで
シュミレーションするのは楽しかった。（省
略）卵のやつちょっとまよったけど、期限
切れのもの使わなくてよかった。やっぱり
お客さんをだますのはよくないと、シュミ
レーションしてみてさらにわかった。

買う側だと、（省略）安い方を選んでしま
うけれど、売る側に立つと、値段が上がっ
ていたり、賞味期限切れでも、支障はない
し、もったいないし、という発想が出てく
るため、悪気はなくても、買い手が知ると
よくない選択をしてしまう。両側を考える
と、選択が難しいことがわかった。

⑤「今後のあなたの食生活をど
のように営んでいこうと思いま
したか？」

食品廃棄はもったいないからなくしたい。
食品広告は消費者もそういうのを見極めら
れるようにしたい。広告作成はおいしそう
に見せたりするのはとても大変だとわかっ
た。楽しかった。

販売者は何を目的として売っているのか、
良いことばかりしか書いていない広告にま
どわされないで、目的のものを買うことが
大切。買うだけではなく、その商品につい
て材料や調理、過程、工夫など、ホームペー
ジで調べ、より商品のことを知りたいと
思った。
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が求められる。H03 は無駄な食品廃棄をなくしたい、広告を見極められるようになりたいと意欲を示し

てはいたが、個人的な感覚に偏った捉え方をしており、自分の食生活と社会との接点の認識は不十分であっ

たと思われる。

Ⅳ　まとめ
　本研究では、専門教科としての高等学校家庭科において、食品廃棄と食品広告を題材とした授業を実践

し、授業で用いたワークシートの記述内容から生徒の思考の変化を分析した。生徒がそれらの課題に気づ

き、課題に対する自分の意見を持ち、解決に向けて判断し行動を起こそうという意欲を示すことができた

かどうかについて検討をしたところ、以下の結果を得た。

　1）食品廃棄に関する新聞記事を題材とした授業では、記事の内容の賛否を問い、その理由を考えさせ

たことによって、生徒が課題に気づき、自分の考えを述べることができた。

　2）食品広告を題材とした授業では、広告の文言やイメージに惑わされず、批判的に情報を読み取るこ

との重要性に気づき、それを実践していこうという意欲を喚起することができた。

　3）学習後「自分が食べられる量を考えて食べ物を購入したい」「作ってくれる人の立場を考えて食べ

物を食べたい」など、今後の自分の食生活について改善の意欲を示した生徒は、9 人中 7 人にみられた。

　今回は、対象者 13 名という少ない人数での実践であったため、今後はさらに人数を増やして検討する

ことが課題である。また、サンドイッチ屋の疑似体験を取り入れたことで、販売者側の視点から作業をす

ることはできたが、食品廃棄や食品広告の課題が捉えにくく、自分の食生活に対する改善の意欲へと関連

したのか読み取ることができなかった。また、生徒の食生活と社会の接点やつながりを認識することが不

十分であった点もみられたことから、個人で考えるワークシートの利用だけでなく、自分の意見を発表し

たり、グループで考える場を作るなど、学習の題材や方法を工夫していくことが必要なのではないかと考

えている。

　食生活の社会的な問題の学習内容が新学習指導要領に明記されたことを受けて、今後は家庭総合や生活

デザイン、フードデザインなどの専門教科でも実践が求められることになろう。食品廃棄や食品広告の問

題だけでなく、課題の解決に向けて生徒が主体的に判断し行動を起こせるような学習内容・方法を検討し

ていきたい。
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